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1. はじめに
図書館等の大規模な蔵書室で，目的の書籍を探索する
際に使用される書籍管理システムに関する研究が行われ
ている [1][2]．これらの書籍管理システムは大規模な書
籍管理システムとして開発されているため，研究室等の
小規模な蔵書室の書籍管理にそのまま適用することは難
しい．多くの書籍管理システムは，専用の端末から利用
しなければならず個人の携帯情報端末から書籍管理シス
テムを利用できない．またAndroidアプリとして配布さ
れている書籍管理システム [3]や個人向けの書籍管理シ
ステム [4]も存在するが，書籍管理を行う上での機能が
足りないため個人用の書籍管理にのみ利用できる．
本研究では,研究室等のような小規模の書籍管理を対
象とした書籍管理システムを開発した．本システムは，
バーコードリーダによりスキャンした ISBN を用いて
Amazonウェブサービスから書籍データを取得するので
効率的にデータベースへ登録できる．登録された書籍に
はキーワードを記述したタグを自由に付けられるため，
関連書籍を効率的に探索できる．また，本システムはウェ
ブアプリケーションとして開発されており，デスクトッ
プ PCだけでなく携帯情報端末からも利用できるので，
利用者は書棚の近くで書籍を検索できる．

2. BIMS
開発した書籍情報管理システム BIMS(Book Informa-

tion Management System) のシステム構成について述
べる．BIMSの機能については 3章で述べる．

2.1 システム構成
図 1に BIMSのシステム構成を示す．ISBNドライバ IDm Amazonウェブサービス書籍情報ISBN検索、タグカテゴリ付け ウェブサーバー+RDBサーバー

図 1: BIMSのシステム構成

BIMSは Linux, Apache, MySQL, PHPの LAMPで
構成されている．BIMSはウェブアプリケーションとし
て動作するため，端末の種類に関係なく使用できる．利

用者はパソコンや携帯情報端末からBIMSのウェブペー
ジにアクセスする．書籍情報の入力機器としてキーボー
ドの他にバーコードリーダも用いることができる．
書籍を登録する際に必要となる書籍情報は Amazon

ウェブサービスを利用して取得できる．書籍の検索を行
う際にはウェブブラウザからデータベースのサーバーと
通信することで検索結果を取得する．

3. BIMSの機能

3.1 書籍の登録
書籍の登録にはバーコードリーダでスキャンした書籍

の ISBNを使用する．ISBNの入力によりAmazonが提
供している Product Advertising API を用いる．この
APIを用いることで書籍情報が記述されているXMLの
URLを取得でき，その XMLから必要となる書籍デー
タを取得する．書籍情報を取得した画面を図 2に示す．

図 2: 書籍登録画面

書籍情報に間違いがなければ，書籍の種類 (書籍，雑
誌，論文など)を選択し，書籍を配置する場所 (書棚の 1
段目，テーブルなど)するかを選択する．
最後にデータベースにその書籍情報を送信する．登録

が完了すると図 3に示すように書籍を配置する場所の写
真が表示される．この画面によって登録した書籍をどこ
に配置するかを一目で確認できる．
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図 3: 書籍登録完了画面

3.2 書籍の検索
書籍の検索画面を図 4に示す．ここでは検索条件とし
てタイトルや著者，出版社などを指定できる．この検索
画面から書籍を選択し書籍情報を編集，削除できる．

図 4: 書籍検索画面

書籍の詳細の画面では，選択した書籍の配置場所が図
5のように示される．この書籍を配置した場所を携帯情
報端末上で閲覧することにより，書棚の近くで書籍を探
索することができる．
3.3 書籍の貸出・返却
ユーザは個人所有の Felica に対応したスマートフォ
ンやカードを登録する必要がある．そして，登録された
Felicaを Felicaポートにかざし，貸出や返却をしたい書
籍の ISBNを本システムに入力することで書籍の貸出や
返却ができる．また書籍の検索画面において各書籍に誰
が借りているかという情報が表示される．

図 5: 書籍詳細画面

3.4 タグの作成
登録されている書籍にタグをつけることができる．こ

のタグを利用することで，利用者は書籍同士を自由に関
連付けることができ，登録されている書籍をジャンルご
とにまとめることも可能である．また，タグによる検索
機能を利用することで，利用者が自由に関連付けたジャ
ンルごとに検索結果を表示することができる．なお利用
者は自由にタグを作成することができる．

4. おわりに
本論文では，書籍管理システムをウェブアプリケーショ

ンとして開発した．書籍の探索者が書籍の検索を効率的
に行えるように携帯情報端末でも利用できるようにした．
また書籍の貸出や返却時において，個人が所有している
Felicaを用いることで個人を特定できるようにした．今
後の課題として，書籍の配置場所を正確に知るために書
籍ごとのRFIDを書籍検索に用いることや備品管理への
応用が挙げられる．
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